




















の継続が課題となっている｡ 本研究は､ 単調になりがちで､ そのせいで学習目
的や意欲を見失うことの多い漢字学習において､ 反復練習を効果的に継続させ
るための､ 授業内外での漢字学習や､ 教師の支援の効果的なあり方として､ 一
案を提じるものである｡
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１. はじめに
1. 1. 日本語における漢字の機能とその学習





























ない｡ まず､ 同音異義語､ つまり､ 音と概念の関連性の問題である｡ 視覚的な
識別力が音声上の識別に影響するため､ 談話の文脈の中で形を思い浮かべられ




に､ 字形と読み方の問題がある｡ 字形だけではなく､ 音訓の複数の読み方と､
各読みに応じた使い方､ 使用分野の差も理解しておかねばならない｡ 日本語に





味での習得は､ 現在､ 結局のところ､ 単純に､ 馴じむまで利用するという反復
的な練習や理解以外に方法はない｡ そして､ 漢字認識という体験を反復するこ
とによる習得は､ 個人の語彙力の問題とも結び付くため､ 個人のペースで行な








の内容は､ 一般に､ 母語話者同様､ 漢字の成り立ち､ 構成と法則､ 字形､ 使用

































































































































習の継続性､ 満足度､ 成績､ 漢字に対する意識に影響するかを調べておきたい｡










































以上の計画の上､ 事前に簡単な確認を行ったが､ 本稿では､ 事前調査の際の
開発中のアプリの検証､ ならびに簡単な使用感調査を行った結果について報告
する｡ 以下､ 2章で携帯用アプリについて述べ､ 次いで､ 3章で研究協力校の一















することにより､ モバイル端末上で､ 漢字の字形識別､ 読み､ 使い方 (用例で
の読み) を確認､ 練習するアプリを準備するというものである｡
想定するアプリの使用の流れは次頁 (1) ～ (4) の通りで､ 準備するリスト
の例と構造は図１､ ２の通りである｡ システム内では､ 利用者の教師が準備し





てにしているが､ 一単位内の第１項目が単漢字､ 第２項目が読み､ 第3項目が
語句､ 第4項目が用例となっている｡ システムに予習させたい漢字の数だけ行
数のあるテキストファイルがアップロードされたら､ まず､ 第１項目の単漢字




目を利用して②読み問題１ (語句レベル) を作成し､ 同様に第４項目を用いて
②読み問題２ (文単位) を作成する｡
なお､ システムに教師がリストを挿入する時に､ 第２項目の読みを平仮名に
するか､ ローマ字にするか､ また両方を用意するかで､ 読み問題１の平仮名バー
ジョンとローマ字バージョンを用意することができる｡ 図３は､ ローマ字で読
みを第２項目に入れた場合の一例である｡ 読みの選択肢候補も､ 内部の漢字リ
ストから､ 第１項目をキーとして引いている｡ 図４は､ 平仮名と同じ読みをす
る漢字を選ぶ問題例である｡































  コース開始前に､ あらかじめ､ クラスの担当教師が､ 知っておくと便利だと考える
漢字を､ 課等の単位や学習時限毎の単位で選定し､ リスト (図１､図２)を作成する  授業の終了時に､ 次の進度の予告とともに､ 学習者にアプリの準備がいつ整うかを
案内する  授業の終了後に､ その日の進度や理解度に合わせて､  で準備しておいたリストの
漢字数や例文を微調整し､ ｢漢字練習アプリ作成支援システム｣ に挿入してアプリ
をつくり､ 学習者に配布する  次の授業の直前にアプリの使用状況を確認し､ 各自の正解度に合わせて､ 授業で､
学習者に漢字を使用させる機会を設ける
単漢字A：読み1：語句例1, 語句例2, …,
































て出力する｡ 使用時間ログとは､ すなわち､ ●１学習履歴としてアプリの使用時
間､ ●２どの学習方法にどの程度の時間を割いているか (漢字の字形識別､ 単漢
字の読み､ 共起語と合わせた読み)､ ●３学習者の正解度 (既習内容の正解度と
新出漢字の正解度) の３点である｡
この記録は､ 先に述べた ｢使用の流れ｣ の にある ｢アプリの使用状況の確













































備している｡ まず漢字そのものの理解のための問題として､ 漢字の (1) 字形
の識別問題､ (2) 漢字の字形を見てその意味を選ぶ問題がある｡ さらに､ 読み
方の問題として､ (3) 仮名かローマ字から漢字､ 反対に､ (4) 漢字を見て､ 仮
名かローマ字を選択する問題がある｡ そして､ 応用練習として､ (5) 文章中の
漢字の読みを選択する問題､ (5) 文章中の空欄に選択肢から適当な意味の漢字
語彙を当てはめる練習を準備している｡





























の４人：カナダ人男性１名､ コンゴ人女性１名､ インド人男性１名､ フィリピ
ン人男性１名)｡
教師には､ 実行の可能性と捜査上の使用感を､ また､ 学習者には､ 自律性､














は､ ４人のうち２人は､ 次の授業の予習として漢字を練習するからこそ､ この
単純さがよいと言い､ 他の２人は､ 英語の意味や語彙としての学習も同時に行

















































声もあり､ また､ 練習問題やそのストックのあり方については､ 別途､ 再検討









ことで､ 教師のデザインの元､ 授業進度に合わせて､ 学習者に学習させたい漢
字を選定すること､ さらに､ 自動的に携帯用漢字練習アプリを作成すること､
また､ 学習時の利用時間の記録で学習の様子を見守ることが可能となると考え
られる｡ 授業内外の漢字学習の連携による ｢見守り｣ 活動で安心感を持たせ､
そこから､ 習得を目指す自律的な学習へとつなぐ方法として､ この ｢見守り｣
漢字学習を形にしていきたい｡
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